
市政を問う
１．１．宮宮

みやみや

迫迫
さこさこ

　　勝勝
まさるまさる

　議員　　　議員　　　　　P10　　P10　
　　○小中学校の普通教室にエアコンを　　　　○末吉小のトイレについて　　○小中学校の普通教室にエアコンを　　　　○末吉小のトイレについて
　　○道路行政について　　　　　　　　　　　○地域おこし協力隊について　　○道路行政について　　　　　　　　　　　○地域おこし協力隊について

２．２．海海
うみのう み の

野野　　隆隆
りゅうりゅう

平平
へいへい

　議員　　議員　　　　P11　　P11　
　　○危険ブロック堀と安全対策について　　○危険ブロック堀と安全対策について
　　○全国学力・学習状況調査の結果と学力向上の取組みについて　　○全国学力・学習状況調査の結果と学力向上の取組みについて

３．３．久久
ひさひさ

長長
ながなが

　　登登
とと

良良
ら おら お

男男　議員　　P12　　議員　　P12　
　　○市営住宅について　　　○人口対策について　　　○福祉教育について　　○市営住宅について　　　○人口対策について　　　○福祉教育について

４．４．迫迫
さこさこ

　　杉杉
すぎすぎ

雄雄
おお

　議員　　　　P13　　議員　　　　P13　
　　○商工業振興について　　○地域コミュニティの向上について　　　　○商工業振興について　　○地域コミュニティの向上について　　
　　○人材派遣について　　○人材派遣について

５．５．徳徳
とくとく

峰峰
みねみね

　　一一
かずなりかずなり

成成　議員　　　P14　　議員　　　P14　
　　○各市有施設は包括的な管理と運営を　　　○障害者の雇用について　　　○各市有施設は包括的な管理と運営を　　　○障害者の雇用について　
　　○市の教育行政の推進を　　○市の教育行政の推進を

６．６．今今
いまいま

鶴鶴
つるつる

　　治治
はるはる

信信
のぶのぶ

　議員　　　P15　　議員　　　P15　
　　○農業用廃プラスチックの回収について　　○不妊治療について　　○農業用廃プラスチックの回収について　　○不妊治療について
　　○農業公社について　　○農業公社について

７．７．渕渕
ふちあいふちあい

合合　　昌昌
まさまさ

昭昭
あきあき

　議員　　　P16　　議員　　　P16　
　　○全国学力・学習状況調査の状況について　　○全国学力・学習状況調査の状況について
　　○市内図書館の利用状況について　　　　　○森林事業の状況について　　○市内図書館の利用状況について　　　　　○森林事業の状況について

８．８．大大
おおかわうちおおかわうち

川内川内　　冨冨
とみおと み お

男男　議員　　P17　　議員　　P17　
　　○財部駅前屋台村について　　　○マインドロードと市道清掃について　　○財部駅前屋台村について　　　○マインドロードと市道清掃について
　　○教育行政について　　○教育行政について

９．９．松松
まつまつ

ノノ
のの

下下
したした

　いずみ　議員　P18　　いずみ　議員　P18　
　　○県・市道について　　　　　　○曽於市財部町における夏の催事について　　○県・市道について　　　　　　○曽於市財部町における夏の催事について
　　○子育て支援について　　　　　○大川原渓谷について　　○子育て支援について　　　　　○大川原渓谷について

10．10．岩岩
いわみずいわみず

水水　　豊豊
ゆたかゆたか

　議員　　　議員　　  　P19　　P19　
　　○旅館・ホテル施設誘致について　　　　○鳥獣被害対策について　　　○旅館・ホテル施設誘致について　　　　○鳥獣被害対策について　
　　○水道事業について　　○水道事業について

一般質問
10名の議員登壇

9 ☆一般質問とは議員が市政全般にわたり市の考えを問うものです。



市
長
／ 
財
政
的
裏
付
け
等
教
育
委
員
会
と
詰
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

検
討
し
て
い
き
た
い

す
べ
て
の
普
通
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を

ちょっと

　ひとりごと

　

市
長
は
エ
ア
コ
ン
設
置

に
つ
い
て
、
も
っ
と
教
育
委

員
会
と
議
論
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　

財
政
的
な
裏
付
け

等
、
総
合
的
に
教
育
委
員
会

と
詰
め
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　

末
吉
小
の
女
子
児
童
の

洋
式
ト
イ
レ
の
数
が
足
り
な

い
。
増
設
を
。

　

平
成
31
年
度
に
８

基
の
ト
イ
レ
洋
式
化
を
計
画

し
て
い
る
。

　

今
の
子
ど
も
達
に
は
、

和
式
の
ト
イ
レ
は
使
い
づ
ら

い
。
８
基
と
言
わ
ず
す
べ
て

洋
式
化
す
べ
き
だ
。

　

変
更
可
能
か
再
検

討
し
た
い
。

　

財
部
の
市
道
沿
線
の
住

民
か
ら
、
大
型
車
通
行
で
の

振
動
・
騒
音
解
消
の
要
望
が

あ
っ
た
。
対
策
は
。

　

舗
装
改
修
を
計
画
し

て
い
る
。
速
度
規
制
は
再
度

公
安
委
員
会
に
要
望
し
た

い
。
道
路
拡
張
の
要
望
は
、

地
権
者
等
の
同
意
が
必
要
な

の
で
今
後
検
討
し
た
い
。

　

市
内
１
５
０
の
普

通
教
室
で
財
部
小
１
、
財
部

中
１
、
大
隅
中
２
の
４
室
で

２
・
７
％
で
あ
る
。

　

す
べ
て
の
教
室
に
エ
ア

コ
ン
を
設
置
し
た
場
合
の
予

算
額
は
い
く
ら
か
。

　

約
３
億
４
千
万
円

と
試
算
し
て
い
る
。

　

本
年
４
月
に
文
科
省
よ

り
、「
学
校
環
境
衛
生
基
準
」

に
関
す
る
通
達
が
あ
っ
た
が

ど
ん
な
内
容
か
。

　
　

　

今
回
、
教
室
の
温

度
は
17
度
以
上
、
28
度
以
下

が
望
ま
し
い
と
の
通
達
が

あ
っ
た
。　

　

現
在
曽
於
市
の
小
中
学

校
の
普
通
教
室
で
、
エ
ア
コ

ン
が
設
置
さ
れ
て
い
る
の
は

ど
こ
か
。

道
路
行
政

末
吉
小
の
ト
イ
レ
改
善
を

宮迫　勝 議員

「エアコン設置」は

子どもたちの　

　　強い願いです。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

課
題
は
何
か
。

　

運
用
改
善
や
任
期
満

了
後
の
支
援
体
制
が
重
要
で

あ
る
。

　

定
住
化
の
支
援
策
は
。

　

起
業
は
望
ま
な
い

が
、
定
住
を
希
望
さ
れ
る
隊

員
に
は
、
市
役
所
内
外
で
の

就
職
活
動
を
支
援
し
た
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

洋式トイレが一基だけ。増やしてください

扇風機よりもエアコンを

曽於市議会だより　№ 54　平成 30 年 11 月 15日発行 10



　

市
内
全
小
中
学
校

の
学
校
敷
地
内
に
つ
い
て

は
、
６
月
25
日
〜
７
月
２
日

ま
で
の
間
に
計
６
日
間
調
査

し
た
。通
学
路
に
つ
い
て
は
、

各
学
校
４
月
〜
９
月
ま
で
の

間
で
確
認
し
て
い
る
。

　
　

ど
の
よ
う
な
対
策
を
講

じ
た
か
。

　

学
校
敷
地
内
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
は
、
早
急
に
解
体

し
、
フ
ェ
ン
ス
を
設
置
し
た

い
。

　

県
内
小
中
学
校
の
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結

果
は
。　

「
小
学
校
算
数
Ａ
」

の
み
が
全
国
平
均
と
同
じ

で
、
他
は
、
１
％
〜
３
％
下

回
っ
て
い
る
状
況
で
、
県
全

体
の
児
童
生
徒
の
学
力
は
、

依
然
と
し
て
や
や
低
い
状
況

が
続
い
て
い
る
。

　

本
市
に
お
け
る
小
中
学

校
そ
れ
ぞ
れ
の
結
果
は
。

　

小
学
校
で
は
、
理

科
は
県
平
均
よ
り
１
％
低

く
、
そ
の
他
は
４
％
低
い
。

中
学
校
は
、
理
科
が
県
平
均

よ
り
３
％
低
く
、
国
語
Ａ
・

Ｂ
、
数
学
Ａ
が
４
％
、
数
学

Ｂ
が
６
％
低
い
。

　

今
後
の
改
善
点
は
。

　

文
部
科
学
省
よ
り
教
育

委
員
会
に
対
し
学
校
内
、
通

学
路
、
学
校
近
辺
の
塀
の
安

全
性
に
つ
い
て
調
査
依
頼
が

あ
っ
た
と
思
う
が
。

　

６
月
19
日
、
文
部

科
学
省
、
国
土
交
通
省
よ
り

安
全
対
策
を
行
う
よ
う
依
頼

が
あ
っ
た
。

　

調
査
結
果
は
ど
う
で

あ
っ
た
の
か
。

　

調
査
の
内
容
は
、

ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
高
す
ぎ
な
い

か
、
厚
さ
は
十
分
か
、
控
え

塀
が
あ
る
か
、
基
礎
が
あ
る

か
、
老
朽
化
で
亀
裂
や
傾
き

な
ど
で
す
。
危
険
な
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
あ
る
学
校
が
９
校

あ
っ
た
。

　

学
校
内
外
、
近
辺
の
塀

の
安
全
性
に
つ
い
て
は
、
い

つ
調
査
さ
れ
た
か
。

ちょっと

　ひとりごと

新教育長、

子ども達の学力向上

期待していますヨ。

海野　隆平 議員

危険ブロック塀と安全対策は
市長／ 老朽化したブロック塀は
　　　　　　　　　解体しフェンスを設置したい

学
力
向
上
の
取
組
み

　

各
学
校
が
取
り
組

ん
で
い
る
「
授
業
改
善
」
を

更
に
推
進
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

全国学力・学習状況調査報告書

学校敷地内のブロック塀

11 ☆曽於市ホームページ・・http://www.city.soo.kagosima.jp/



久長　登良男 議員

市
長
／ 
平
成
39
年
度
ま
で
の
10
年
間
の
計
画
に
沿
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
施
し
て
い
る

市
営
住
宅
の
用
途
廃
止（
取
り
壊
し
）計
画
は

ちょっと

　ひとりごと

　

　

市
営
住
宅
67
戸
、
市

有
住
宅
11
戸
に
通
知
を
し

た
。
建
て
替
え
住
宅
95
戸
に

通
知
を
し
た
。

　

用
途
廃
止
に
伴
い
意
向

調
査
の
回
答
は
。

　

他
の
市
営
住
宅
へ
の

転
居
希
望
が
多
く
、
建
て
替

え
予
定
の
団
地
で
ひ
き
続
き

居
住
の
希
望
が
多
か
っ
た
。

　

取
り
壊
し
後
の
土
地
の

利
活
用
計
画
は
。

　

公
園
や
広
場
な
ど
の

活
用
、
地
域
の
活
性
化
や
定

住
促
進
を
図
る
計
画
で
あ

る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
の
基
本
的
な
考
え
は
。

　

保
護
者
や
地
域
住

民
が
一
定
の
責
任
を
持
っ
て

運
営
に
参
画
す
る
仕
組
み
の

学
校
で
あ
る
。

　

人
口
対
策
の
基
本
的
な

考
え
は
。

　

雇
用
の
創
出
・
交
流

人
口
増
・
若
い
世
代
へ
の
支

援
・
安
心
な
暮
ら
し
に
取
り

組
む
。

　

市
営
住
宅
が
人
口
対
策

に
果
た
し
て
い
る
と
思
う
が

認
識
は
。

　

地
域
の
人
口
増
や
活

性
化
に
一
定
の
役
割
を
果
た

し
て
き
た
。

　

用
途
廃
止
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
一
番
の
理
由
は

何
か
。

　

耐
用
年
数
超
過
及
び

耐
震
性
の
理
由
か
ら
安
全
性

が
確
保
出
来
な
い
と
判
断
し

た
場
合
に
計
画
す
る
。

 

　

今
回
該
当
す
る
団
地
数

は
い
く
ら
か
。

　

市
営
住
宅
11
団
地
、

市
有
住
宅
８
団
地
で
あ
る
。

建
て
替
え
計
画
の
市
営
住
宅

４
団
地
で
あ
る
。

　

対
象
と
な
る
戸
数
は
何

戸
か
。

人
口
対
策

福
祉
教
育

自分の事は自分で

地域の事は地域で

考えよう

用途廃止の住宅

中学生と交流のひまわり畑
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空
き
店
舗
等
に
対
し
て

起
業
・
開
業
に
支
援
す
る
補

助
金
制
度
を
制
定
し
て
、
市

外
か
ら
の
参
入
で
人
口
増
を

図
る
べ
き
で
あ
る
が
。　
　

 

　

新
規
就
業
者
に
、
月

額
７
万
円
、
後
継
者
に
５
万

円
を
二
年
間
支
給
し
、
新

築
・
改
築
補
助
金
は
事
業
費

の
30
％
で
50
万
円
が
限
度
額

で
あ
る
。

　

交
流
人
口（
滞
在
人
口
）

は
年
間
を
通
じ
て
交
流
人
口

増
を
図
る
事
に
取
り
組
む
べ

き
で
あ
る
が
。

 

　

交
流
人
口
の
増
は
重

要
な
課
題
で
あ
り
、
観
光
客

の
入
込
数
の
増
加
を
柱
と
し

て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
地

域
住
民
の
減
少
を
食
い
止
め

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

地
域
の
空
き
家
対
策
。

自
主
防
災
対
策
等
に
向
け
て

環
境
整
備
を
踏
ま
え
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
向
上
を
目
指

す
べ
き
で
あ
る
が
。

　

平
成
28
年
度
に
空
き

家
バ
ン
ク
制
度
を
創
設
し
、

空
き
家
活
用
を
図
り
な
が
ら

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持

に
努
め
て
い
る
。
防
災
を
意

識
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
や
自
治
会
統
合
を
進
め
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

空
き
店
舗
対
策
に
つ
い

て
現
状
は
。

　

空
き
店
舗
の
現
状

は
、
１
８
０
店
舗
中
29
店
舗

が
空
き
店
舗
で
あ
る
。

　

商
工
業
後
継
者
育
成
、

店
舗
改
築
・
新
築
等
の
対
応
・

指
導
は
。

　

新
規
就
業
者
支
援
対

策
事
業
で
16
名
に
補
助
し
、

新
築
・
改
築
事
業
で
は
、
９

件
で
４
１
５
万
円
を
補
助
し

て
い
る
。

ちょっと

　ひとりごと

交流人口・滞在人口増に

最大の努力をすべき

商店街の振興はまちの元気となる

市長／ 補助金制度を制定している

開業予定地

　

人
口
対
策
・
企
業
誘
致
・

商
工
振
興
等
に
対
し
霞
ヶ
関

等
か
ら
人
材
派
遣
を
申
請
し

た
ら
ど
う
か
。

　

人
材
派
遣
に
副
市
長

と
し
て
、
受
け
入
れ
る
考
え

は
な
い
、
県
や
都
市
部
に
職

員
派
遣
等
は
考
え
ら
れ
る
。

迫　杉雄 議員

年
間
を
通
し
て

　
　

交
流
人
口
を
増
や
せ

ま
ち
の
発
展
に
人
材
派
遣
で

　
　
　
　

外
か
ら
の
英
知
を

　　　

13 ☆政治家が落成式、開店祝い等への花輪を出すことは禁止されています。（公職選挙法より）



市
長
／ 

施
設
改
善
の
計
画
を
出
し
た
い

教
育
行
政
の
推
進
を

ちょっと

　ひとりごと

　

そ
の
よ
う
に
し
た

い
。

　

１
１
２
名
の
曽
於
高
校

以
外
の
高
校
生
に
も
、
何
ら

か
の
支
援
を
求
め
た
い
。 

　

検
討
し
た
い
。　

　

市
有
施
設
の
管
理
費
総

額
と
収
入
総
額
は
。

　

昨
年
度
の
管
理
費
は

13
億
４
千
万
円
、
収
入
総
額

は
４
億
６
千
万
円
で
あ
る
。

　

市
有
施
設
の
な
か
で
、

現
在
使
用
不
可
と
な
っ
て
い

る
施
設
の
実
態
は
。

　

老
朽
化
等
で
使
用
さ

れ
て
い
な
い
施
設
は
、
24
施

設
で
あ
る
。

　

市
は
各
施
設
の
利
用
や

改
善
計
画
等
に
つ
い
て
、
副

市
長
を
キ
ャ
ッ
プ
に
検
討
委

員
会
を
設
置
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　

　

今
後
、
庁
舎
内
部
検

討
委
員
会
を
設
置
し
た
い
。

　

来
年
３
月
を
目
途

に
、
ま
と
め
た
い
。

　

昨
年
曽
於
高
校
の
支
援

に
、
９
種
類
の
約
１
７
０
０

万
円
補
助
を
し
て
い
る
。
毎

年
検
証
を
お
こ
な
い
つ
つ
進

め
る
こ
と
が
大
事
で
は
な
い

か
。

徳峰　一成 議員

すべての高校生に

何らかの支援策を

各
施
設
は
、
包
括
的
な

　
　
　
　
　

管
理
と
運
営

空調がない中での授業

多くみられる、未使用の施設

　

す
べ
て
の
子
ど
も
に
、

基
礎
学
力
を
つ
け
る
た
め
の

取
り
組
み
は
。

　

個
別
指
導
や
集
団

学
習
に
力
を
入
れ
て
い
る
。 

　

今
後
、
す
べ
て
の
小
中

学
校
に
、
教
室
を
含
め
空
調

の
設
置
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化

を
、
来
年
３
月
を
目
途
に
改

善
の
た
め
の
方
針
と
計
画
を

策
定
す
る
よ
う
、
強
く
要
求

し
た
い
。

　

市
職
員
、
企
業
、
団
体

の
障
害
者
雇
用
の
現
状
は
。

　

市
職
員
は
法
定
雇
用

率
を
達
成
し
て
い
る
。
一
方

市
内
の
主
な
企
業
等
で
は
20

事
業
所
中
、
昨
年
は
10
、
今

年
は
６
事
業
所
が
未
達
成
で

あ
る
。

　

障
害
者
の
雇
用
に
、
力

を
入
れ
て
ほ
し
い
。

　

今
後
、
事
業
所
に
お

願
い
を
し
た
い
。

障
害
者
の
雇
用
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今鶴　治信 議員

　

市
の
負
担
分
を
２
分
の

１
に
で
き
な
い
か
。

　

１
年
間
は
、
現
状
で

様
子
を
み
る
。

　

11
月
も
回
収
で
き
な
い

か
。　

今
年
度
か
ら
11
月
も

回
収
す
る
計
画
で
あ
る
。

　

現
在
の
対
策
は
。

　

医
療
保
険
が
適
応
さ

れ
な
い
不
妊
治
療
を
う
け
て

い
る
夫
婦
に
対
し
、
体
外
受

精
・
顕
微
授
精
に
要
す
る
費

用
に
つ
い
て
10
万
円
を
上
限

に
助
成
し
て
い
る
。

　

人
口
増
・
少
子
化
対
策

と
し
て
補
助
対
象
外
の
人
工

受
精
治
療
に
も
市
の
助
成
は

で
き
な
い
か
。

　

現
状
を
調
査
し
て
前

向
き
に
検
討
す
る
。

　

鹿
児
島
県
が
、
国
家
戦

略
特
区
の
認
定
を
受
け
れ
ば

農
業
分
野
に
お
け
る
外
国
人

の
就
農
が
可
能
に
な
る
が
、

農
業
公
社
で
取
り
組
む
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

　

処
理
料
の
大
幅
値
上
げ

の
理
由
は
。 

　

平
成
29
年
度
ま
で

は
、
１
次
処
理
し
て
中
国
へ

輸
出
し
て
い
た
が
、
再
生
可

能
な
資
源
と
し
て
製
品
化
し

輸
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
た
め
、
経
費
が
大
幅

に
上
昇
し
た
こ
と
に
よ
る
。

ちょっと

　ひとりごと

少子化対策は

きめ細やかな対策を

農業用廃プラ処分料補助の増額を

市長／１年間現状の補助率で様子を見る

　

県
が
特
区
の
認
定
を

受
け
れ
ば
、
市
と
し
て
も
積

極
的
に
取
り
組
む
予
定
で
あ

る
。

　

農
繁
期
の
人
手
不
足
の

時
期
に
人
材
派
遣
は
可
能

か
。

　
　
　　

農
作
業
サ
ポ
ー
ト
事

業
と
し
て
人
材
派
遣
も
視
野

に
入
れ
て
い
る
。

不
妊
治
療

農
業
公
社
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渕合　昌昭 議員

市
長
／ 

県
に
伐
採
届
の
見
直
し
を
要
望
し
て
い
く

将
来
の
た
め
再
造
林
対
策
を

ちょっと

　ひとりごと

　

８
月
12
日
の
新
聞
掲
載

を
読
ま
れ
た
か
。

　

新
聞
を
読
む
ほ

ど
、
正
答
率
上
昇
と
の
記
事

が
記
載
さ
れ
て
い
た
。

　

図
書
館
の
利
用
状
況
及

び
夏
休
み
期
間
の
状
況
は
。

　

平
成
29
年
度
の
状

況
は
。

　

県
、
市
、
森
林
組
合
、

民
間
事
業
者
を
交
え
て
協
議

し
て
お
り
人
的
協
力
体
制
が

で
き
な
い
か
を
検
討
し
て
い

る
。 

　

市
内
の
学
校
教
育
方
針

は
。

　
「
曽
於
市
学
力
向

上
」
を
合
言
葉
に
教
職
員
の

資
質
向
上
、
各
学
校
に
お
け

る
校
内
研
究
授
業
や
県
、
市

が
主
催
す
る
教
職
員
研
修
会

等
通
し
て
、
資
質
・
能
力
を

育
成
す
る
。

みんな新聞

読んでいるかなぁ !?

全
国
学
力
・

　
　
　

学
習
調
査
の
状
況

　

伐
採
後
の
造
林
届
は
。

　

伐
採
届
に
造
林
計
画

書
ま
で
記
入
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
造
林
計
画
で

は
58
％
が
再
造
林
計
画
さ
れ

て
い
る
。
実
質
の
再
造
林
は

30
％
以
下
に
な
っ
て
い
る
状

況
で
あ
る
。

　
　　

今
後
市
の
対
策
は
。

　

都
城
市
の
新
し
い
図
書

館
に
行
か
れ
た
か
。

　

　

大
変
開
放
感
が
あ
り

素
晴
ら
し
い
図
書
館
が
出
来

た
と
思
う
。

　

市
立
図
書
館
の
リ

フ
ォ
ー
ム
の
考
え
は
。

　

検
討
委
員
会
を
設
置

し
て
十
分
検
討
す
る
。

市
立
図
書
館
利
用

 

 

 

 

 

 

 

  

 36,384
 8,088
 9,996
 54,468

 8,215 
 2,040 
 2,032 
 12,287 
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＊ 

こ
の
表
は
平
成
30
年
８
月
12

日
付
南
日
本
新
聞
社
掲
載
記

事
を
元
に
独
自
で
作
成
し
た

も
の
で
す
。
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合
併
し
て
13
年
が
経
過

し
て
い
る
が
財
部
町
の
バ
ス

通
学
と
、
大
隅
町
・
末
吉
町

の
徒
歩
通
学
に
非
常
に
不
公

平
感
を
感
じ
る
が
。

　

す
べ
て
の
小
学
校
で

バ
ス
の
運
行
が
可
能
か
検
討

し
て
い
る
。

　

通
学
を
平
等
に
す
る
に

は
３
通
り
あ
る
。

① 

小
学
校
の
バ
ス
通
学
を
廃

止
す
る
。

② 

す
べ
て
の
小
学
校
を
無
料

の
バ
ス
通
学
に
す
る
。

③ 

す
べ
て
の
小
学
校
を
有
料

の
バ
ス
通
学
に
す
る
方
法

が
あ
る
。

市
長
は
そ
れ
を
決
定
で
き
る

権
限
を
も
っ
て
い
る
が
。

　

即
・
財
部
町
の
バ
ス

通
学
を
廃
止
す
る
と
か
、
又

全
小
学
校
を
バ
ス
通
学
に
す

る
と
か
で
き
な
い
所
で
あ

る
。　

　

屋
台
村
の
全
体
構
想

は
。
又
、
収
支
計
画
・
開
業

年
月
日
は
い
つ
か
。

　

現
段
階
で
は
全
体
構

想
も
、
収
支
計
画
・
開
業
年

月
日
も
決
ま
っ
て
い
な
い
。

　

Ｊ
Ｒ
と
特
急
を
停
め
て

も
ら
う
交
渉
は
。
又
、
鹿
児

島
中
央
駅
、
都
城
駅
、
財
部

駅
の
乗
降
客
数
は
。

　

Ｊ
Ｒ
と
は
未
だ
交
渉

し
て
い
な
い
。
又
、
乗
降
客

は
、
鹿
児
島
中
央
駅
３
万

４
６
８
４
人
、
都
城
駅
３
２

８
６
人
、
財
部
駅
１
７
３
人

で
あ
る
。

　

こ
の
様
な
状
況
で
公
約

の
財
部
駅
屋
台
村
は
本
当
に

で
き
る
の
か
。

　

私
と
し
て
は
造
り
た

い
。

　

合
併
時
、協
議
会
で
は
、

ど
の
様
に
協
議
さ
れ
た
か
。

　

財
部
町
の
遠
距
離
通

学
補
助
及
び
ス
ク
ー
ル
バ
ス

運
行
に
つ
い
て
は
、
新
市
に

お
い
て
調
整
し
引
続
き
実
施

す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

ちょっと

　ひとりごと

住民にサービスの

不公平を正すのが

行政の仕事なんだがナー

大川内　冨男 議員

小学生の通学は早く市内統一を

市長／市内小学校全校でバス通学が可能か検討

やがて屋台村で賑わうであろう財部駅前の今

遠い所でも徒歩通学の大隅町・末吉町 ２km以上はバス通学の財部町

財
部
駅
屋
台
村

17 ☆政治家本人が参列する場合を除き、葬式の香典等を出すことは禁止されています。（公職選挙法より）



松ノ下　いずみ 議員

市
長
／ 

今
後
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く

財
部
町
に
お
け
る
夏
の
催
事

ちょっと

　ひとりごと

　

各
イ
ベ
ン
ト
に
お
い

て
、
交
流
人
口
を
増
や
す
た

め
特
産
品
の
販
売
や
郷
土
芸

能
な
ど
取
り
組
め
な
い
か
。

　

地
域
の
活
性
化

の
た
め
、
地
道
に
盛
り
上
げ

て
い
く
よ
う
取
り
組
ん
で
い

く
。

　

大
川
原
峡
周
辺
の
整
備

が
な
さ
れ
て
な
い
所
が
あ
る

が
対
策
は
。

　

河
川
部
分
は
県
と
協

議
し
な
が
ら
、
市
も
担
当
課

を
決
め
て
整
備
し
て
い
く
。

　

市
役
所
で
こ
れ
ま
で
父

親
の
育
児
休
暇
を
取
得
し
た

職
員
は
い
る
か
。
そ
の
原
因

は
。

　

今
ま
で
い
な

い
。
休
暇
を
と
る
環
境
に
な

い
。

　

３
歳
児
へ
の
絵
本
配
布

を
乳
児
か
ら
の
配
布
に
で
き

な
い
か
。

　

総
合
的
に
議
論
を
深

め
て
色
々
な
形
で
支
援
し
て

い
く
。

　

速
度
規
制
が
県
警
へ
申

請
中
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
。

　

９
月
４
日
に
市
街
地

以
外
で
２
車
線
の
場
合
、
通

行
規
制
は
難
し
い
と
の
回
答

で
あ
っ
た
。

　

悠
久
の
森
ラ
ン
ニ
ン
グ

大
会
で
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
や

子
ど
も
の
部
は
設
け
ら
れ
な

い
か
。

　

実
行
委
員
会
で
提
案

し
て
み
る
。

田舎の願いは

県には届かない

　

ど
ろ
ん
こ
大
会
で
、
地

元
住
民
に
よ
る
お
も
て
な
し

は
で
き
な
い
か
。 

　
　

　

実
行
委
員
会
で
取
り

上
げ
て
い
く
。

　

清
流
祭
り
の
参
加
者
が

少
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
。

　

あ
ま
り
な
い
催
し
な

の
で
今
後
も
工
夫
し
な
が
ら

開
催
し
て
い
く
。

　

で
は
道
路
の
抜
本
的
な

改
修
は
で
き
な
い
か
。

　

市
道
は
悪
い
路
線
か

ら
改
修
し
て
い
く
。

　

Ｆ
Ｍ
放
送
で
道
路
の
異

常
を
発
見
し
た
ら
連
絡
す
る

よ
う
に
、
市
民
に
要
請
し
て

い
る
が
。

　

小
さ
な
穴
で
も
発
見

し
た
ら
連
絡
し
て
も
ら
う
よ

う
、
強
化
し
て
い
く
。

市
道
十
文
字
・
正
部
線

子
育
て
支
援

暑さをものともせず

まずは絵本から
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捕
獲
報
告
の
簡
素
化
は

で
き
な
い
か
。

　

駆
除
隊
か
ら
の
要
望

も
あ
り
、
今
後
簡
素
化
に
向

け
協
議
し
た
い
。

　

公
共
水
道
の
普
及
率

は
。 　

市
内
全
域
で
み
る
と

90
・
４
％
で
あ
る
。

　

29
年
度
の
収
益
・
企
業

債
（
借
金
）
は
い
く
ら
か
。

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
額

は
。　

２
３
９
万
円
の
赤

字
、
借
金
は
15
億
円
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
れ
は
約

４
５
０
０
万
円
で
あ
る
。

　

市
の
水
道
が
な
く
自
分

た
ち
で
工
事
管
理
し
て
い
る

集
落
水
道
利
用
者
か
ら
す
れ

ば
不
公
平
感
が
あ
る
。

　

私
個
人
と
し
て
は
、

補
助
金
制
度
も
あ
る
の
で
、

不
公
平
感
は
な
い
と
考
え
て

い
る
。

　

水
道
管
の
耐
用
年
数
は

40
年
で
あ
る
が
、
40
年
を
超

え
た
本
管
は
ど
れ
だ
け
あ
る

か
。　

約
55
㎞
あ
る
。

　

ホ
テ
ル
誘
致
の
相
談
は

な
い
か
。
旅
館
・
ホ
テ
ル
施

設
誘
致
促
進
条
例
及
び
規
則

の
宿
泊
定
員
60
人
以
上
・
多

目
的
ホ
ー
ル
４
０
０
㎡
以
上

の
条
件
見
直
し
が
必
要
で

は
。　

ホ
テ
ル
建
設
に
関
す

る
情
報
は
、
４
事
業
所
あ
っ

た
が
、
建
設
ま
で
に
は
至
っ

て
い
な
い
。
交
流
人
口
の
増

加
に
宿
泊
施
設
の
有
無
が
大

き
く
影
響
す
る
の
で
、
条
件

の
緩
和
は
、
検
討
す
る
。

　

捕
獲
実
績
は
。

　

次
の
と
お
り
で
あ

る
。

ちょっと

　ひとりごと

市水道を市内全域に

岩水　豊 議員

ホテル誘致は

市長／誘致のめどなし

　

危
機
的
状
況
で
は
な
い

か
。
計
画
的
な
早
急
な
本
管

の
更
新
を
。

　

詳
し
い
内
容
を
記
載

し
た
台
帳
が
な
い
の
で
整
備

中
で
あ
り
、
今
後
本
管
更
新

計
画
を
立
て
対
応
し
て
い

く
。

鳥
獣
被
害
対
策
は

水
道
事
業
の
健
全
な
運
営

桜ヶ丘排水池
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